










キーワード 地域 食育 箸の持ち方 
 
１ 概要 









 名古屋市熱田区 E大型店舗(写真 A) 
(2) 内容 
① 米や魚に関するクイズ(写真 B) 





② 米の計量ゲーム(写真 C) 
 精白米を 80g 計量するゲームである。一般的に１人





























 19・20 日の 2日間に参加した人数は次の表のとおり
である。 
表 1  食育活動への参加者数                   人 
 19 日 20 日 
① 米と魚のクイズ 230 250
② 米の計量クイズ 55 80
③ 箸による豆運びゲーム 163 177
④ 魚自慢料理 137 41




このゲームには幼児から 80 歳代まで 340 人の参加
があった。その中で画像がとれていた者は、278 人で
あり、さらに画像の不備や、年代の聞き忘れなどがみ
られた。このことから有効データーは 198人であった。  
 次の表 2はこの有効データーを年代別にしたもので
ある。なお男女区分は行っていない。 







































































図 1 箸の持ち方比較 単位:% 
運んだ豆の数を年代別に比較すると幼児・小学生は
幼児 3.7 個、小学校低学年 7.7 個、小学校高学年 11
個と順に増えており、手の機能の発達とともに、箸を
使う機能の発達を示しているといえる。 
表 3  幼・小の年齢別豆の移動数     単位:個 





移動数 3.7 個 7.7 個 11 個 




























  箸の文化史 一色八郎著 御茶の水書房 
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